
【Ⅰ．主な取り組み】

【Ⅱ．目標指標】

目標値ａ 実績ｂ ｂ／ａ 　　　　 25　　　   50　　　　75　　 　100       125

ⅰ 52 77 148.1%

ⅱ 97.0 91.4 94.2%
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【Ⅲ．指標による評価】

ⅰ

ⅱ

ⅲ

ⅳ

施策評価調書（２５年度実績）
施策コード Ⅰ－６－（５）

政策体系
　施策名　食育を通じた人づくり・地域づくりの推進 所管部局名 生活環境部 長期総合計画頁 61

　政策名　安全・安心な暮らしの確立 関係部局名 生活環境部、福祉保健部、農林水産部、教育庁

取組№ ① ② ③

２７年度 目標達成度（％）

年度 基準値 目標値 目標値

取組項目 食育の普及・啓発 健やかな食生活を実現できる県民の育成 大分の食で創る魅力あふれる地域づくり

指　　　　標
関連する
取組№

基準値 ２５年度 ２６年度

朝食を毎日食べる児童・生徒の割合（小５）（％） ② H18 90.6 97.5 98

食育に取り組んでいる団体・企業等数（団体・企業） ① H22 23 62 72

「健康応援団」登録店舗（店舗数） ③ H21 281 371 400

地産地消キャンペーン参加団体・店舗数（団体・店舗数） ③ H21 314 340 350

著しく
不十分

　２５年度の登録基準見直しによる更新辞退（基準に合致しない）店舗が増加した。

評価 理　　　　由　　　　等 平均評価

達成 　市町村と連携して食育人材バンク登録制度の周知を図り企業等の掘り起こしを行った結果、目標を達成した。

概ね達成

概ね
達成

　栄養教諭を活用した食育推進事業の実施や学級通信・ＰＴＡ懇談会等で保護者に呼びかけた結果、概ね目標を達成した。

達成 　地産地消キャンペーン参加団体・店舗数は着実に増加しており、25年度は目標値を達成している。



【Ⅳ．指標以外の観点からの評価】 【Ⅴ．施策を構成する主要事業】
取組
№

取組
№

③

【Ⅵ．施策に対する意見・提言】

【Ⅶ．総合評価と今後の施策展開について】

指標以外の観点からの評価 事業名（２５年度事業）
事業コスト

（千円）
２６年度の
実施状況

主要な施策の
成果掲載頁

②

・栄養教諭や学校栄養職員が、給食時間をはじめ授業等の教育
活動全体で児童生徒に食育指導を行った。また「食育の日」に地
場産物を活用した食育を行う学校の割合が年々増加している。
安全・安心な学校給食のために、更なる地場産物の活用と保護
者や家庭への食育の啓発が課題となっている。

・高校生のコンテスト最優秀作品が包括協定を締結した企業によ
り商品化されるなど、若年層への地産地消意識の普及拡大が図
られた。
・地産地消の推進、生産者と消費者の交流、地域と学校の連携
については、第２期大分県食育推進計画の目標値を達成してお
り、食を通じた地域づくりの推進が図られている。

③

継続 99

地産地消運動活性化推進事業 13,757 継続 155

①

・食育人材バンク派遣事業の派遣回数が９３回、講師登録が７４
個人・団体に増加し、県民に広く浸透してきている。派遣の際、食
事マナーについての取組も実施しており、食のマナーアップにも
一定の効果があった。

①
大分の食育推進事業 22,853 継続 98

青・壮年期食育推進モデル事業 12,275

総合評価 施策展開の具体的内容

B

・県下で食育活動を実践している食育活動者の掘り起こしをさらに進め、食育人材バンクの講師を増やすことで、食育活動をさらに広めていく。
・食育の取組が進まなかった青・壮年期の大学生や働き盛りの世代に対し、「弁当の日」の啓発や、社員食堂をツールとした事業を実施し、ライフステージに応じ
た切れ目のない食育を推進していく。
・グリーンツーリズム活動者に対する食育実践研修会を実施し、日本の食文化（和食等）等を伝承していく食育の活動者を育成する。
・健康応援団登録店舗数の拡大のため、特に飲食店が多く、登録店舗の少ない大分市内については、チェーン店等を中心に市保健所や飲食業生活衛生同業組
合と協力し勧誘を図る。

○平成25年度第1回大分県食育推進会議　(H25.8.30）
・朝食の喫食率を上げるために、佐伯市等で取り組んでいる「弁当の日」を県下全域で取り組
んでみてはどうか。「弁当の日」の取組は学校現場だけでなく、保護者自身も変えていくという
取組の一つとなる。

○平成25年度第2回大分県食育推進会議　(H26.2.24）
・昨年秋に日本の食文化が世界遺産に登録されたが、食育（季節感や行事、食材を生
かす等）の観点からそういったタイムリーな日本の食文化（和食）というものを事業に取り
入れていってはどうか。


